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震度6弱 6 % 13 % 22 %





































































































棟 A1 A2 A3 A4 計(放送)
2007 0 2 8 3 13(3)





2 2008. 1.8 n-ヘキサン抽出物,BOD
3 2008. 4.1 n-ヘキサン抽出物,BOD
4 2008. 7.1 n-ヘキサン抽出物,BOD








使用済みの油 1,500,000 20 6,000 20
日本酒 200,000 180 7,200  24
ビール 81,000 180 3,000 10
みそ汁 35,000 200 1,400  4.7

















H15.10～ H16.10～ H17.10～ H18.10～ H19.10～
一般廃棄物
桂キャンパスＡクラスターにおける処分量
平成16年9月～ 有料化
袋
実験廃棄物
有機廃液
無機廃液
廃クロマト剤
薬品付着物(紙･布等)
水銀付着物
鋭利廃棄物
写真現像・定着液
使用済みバッテリー
不用薬品
実験廃棄物の処分
原点処理が原則(排出者責任)：KYS,KMS
できない場合
外部委託処理
実験廃棄物の廃棄マニュアル
フロー図による分類
外部委託申請方法を明記
ホームページに掲載
研究室に配布
外部委託処理
定期的に回収
廃クロマト剤(３回/年)，写真廃液，
薬品付着物，水銀廃棄物，廃バッテリーなど
研究室からの申請
不用薬品、実験廃棄物
部局の承認
全学(環境保全センター)の確認
京都大学化学物質管理システム(KUCRS)
薬品、高圧ガスを一元管理
廃液一覧表を作成
搬出量の集計
区分の選択
外部委託処理(例１)
有機廃液(桂)
頻度：2回/週
搬出量(平均)：500～600L/回
KUCRSの活用：搬出前日までに登録
→ 搬出量の把握
サンプリング：2mL/10L
PRTR制度への対応
PRTR：化学物質排出移動量届出制度
対象物質(桂)：ジクロロメタン
クロロホルム
トルエン
使用量(購入量)：KUCRSデータを利用
排出量：有機廃液サンプルの分析値
大気放出量の推算
外部委託処理(例２)
不用薬品
登録：KUCRS(必須)
申請：排出者(研究室) → 事務
→ 環境安全衛生センター
委員会：桂事業場環境安全衛生委員会
搬出：排出者(研究室)
マニフェスト：排出者 → 事務(保管)
外部委託処理：注意事項
処分業者への委託
収集運搬、処分契約の締結が必要
→ 処分場の視察、許可証の確認
マニフェストの管理
記載事項の確認
保存(５年間)
リスク
不法投棄,環境汚染 → 排出者にも責任
WEB検針
電力使用量等を表示
- 建物全体
- 研究室単位
省エネルギー対策の
効果検証に利用可
省エネルギー
ハード的対策
ソフト的対策
廊下照明の自動制御
講義室の空調タイマー運転
ドラフト排風機のインバーター化
エアコン室外機への水噴霧
特殊空調の運用見直し
省エネルギー啓蒙ポスター
センター通信号外の発行
だれでもできる
かんたん省エネ
Ａクラスター電気使用量
2007.7
環境安全衛生センター
Ｈ17 Ｈ18
13,520,250
13,749,280
[kwh]
1200万
1400万
約1.7％ＵＰ
（Ｈ17年度比）
使用しないときは
コンセントを抜きましょう
こまめに
スイッチOFF
平成18年度工学研究科の
運営費交付金約20億円のうち
約４億７千万円(約23.5％)が
光熱水費に使用されました
本年度も省エネルギーに
ご協力ください
（約1億5,400万円）
（約1億5,100万円）
(金額は概算 )省エネ
Ａクラスター電気使用量
2007.7
環境安全衛生センター
Ｈ17 Ｈ18
13,520,250
13,749,280
[kwh]
1200万
1400万
約1.7％ＵＰ
（Ｈ17年度比）
使用しないときは
コンセントを抜 ましょう
こまめに
スイッチOFF
平成18年度工学研究科の
運営費交付金約20億円のうち
約４億７千万円(約23.5％)が
光熱水費に使用されました
本年度も省エネルギーに
ご協力ください
（約1億5,400万円）
（約1億5,100万円）
(金額は概算 )
まとめ
様々な環境、安全管理活動
→ 構成員の理解、協力のもと成立
継続、さらなる発展のために…
大学をとりまく環境、状況の変化
- 人の動き(退職、異動等)
- 移転
→ 柔軟に対応
マニュアル等の整備、教育の充実など
